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臨床経過は約1ヶ年宇，昭和 26年 1月頃より腹
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型腫であって，その中の神経組織が悪性化して大綱
全腹膜，11骨部淋巴腺，肝に転移菓を作っている。転
移巣は神経腹膜様の細胞かち成り。 ロぜヅトを作れ
る所-もある。叉内陸を作り，内陸に向いて繊毛様の形、
成物を配列せる所もある。以上の所見は成書に於け
る Neuroepitheliomagliomatosum microcysticum 
に一致ナる。発生は右の副腎附近と考えられる。 
16.肝嚢砲と高血圧を伴う嚢胞腎の一部検例
病理学教室荒木 喬
本例は 66才の男子で，昭和26年夏より倦怠感，
続いて呼吸困難を訴え，翌27年 12n右宇身不随，
言語障碍，記憶力減退を現し，昭和 28年 3月6日
死亡せるもので，臨尿診断は心筋変性，肝腫蕩，血
栓性脳軟化症で，血圧 220-110mm，尿中軽度の赤
血球，白血球，回柱を見た。剖検では両側腎に小豆
大より超鷲卵大に及ぶ嚢胞が見られ，叉肝にも手拳
大に及ぷ嚢胞を発見し得た。其の他左肺の三分葉形
成心の肥大，全身諸動脈の硬化，心及び総腸骨動
脈，股勤脈の血栓，両肺上葉部の梗塞が見られた。
本例は嚢胞腎としては比較的慢性の経過をとり，尿
所見も軽度であった。又肝にも著明な嚢胞を見たこ
とは，本例が先天的の腎肝匹芽形成異常に依る組綾
奇形から惹起されたととを示し，又高血圧に付ては
嚢胞形成の圧迫}こより，腎の慢性循環障碍を来し， 
Goldblattの所謂 Reninの形戒によと3腎原性の高血
圧が考えられ，心の肥大及び諸動脈の硬化は其のご
次的病変と考えられあ興味あo19dである。 
17.磁小誘導による人体皮麿分極論線
第一生理羽岡千寿
現在迄の実験では，大きな電極及び強電流を用い
うかと思い，米国で用いられている抗 A1血清を使
用ナo機会を符たので，日本人!と就て調べて見る
と， A型 287名(内男子185名，女子102名)AB型 
49名(内男子 18名，女子31名〉で， A2型，A2B型・
は1名もなかった。米国では A2型 15rV20%と報
告されているが， 私が米国で月jいられている抗 A1
血清を使用して 1名も A2型を見出さなかったとい
う事は，所謂外国で云う A~ 型は日本では甚だ稀な
のではないかと云う事を示すように思われるので此
所に報告する次第でああ。 
14.自殺かアドルム中震か
法医学教室木村 康
所謂窒息死屍体所見として挙げられている“溢血
点"“流観性血液"“器官の欝血"は一般急性死例
えば中毒死等に於ても見られるものであれ同一屍
体に於で窒息、と中毒と云う様なごつ以上の原因が考
えられo場合は死因の決定に相当な困難を伴うもの
である。本年春銚子市に発生した女子高校生と従弟
の小児との自殺事伴は此の点に関して興味るる事実
を提供しているので報告ナ石。現場の状況によって
は当然自絞死と推定される例であるが，自殺例は極
占うで稀なものであれ頚部の索溝顔面の欝血等普通
の絞死に比して程度が~~"、し，且組織学的検査によ
oと肝の中心性脂肪変性，胃細尿管上皮のj菌濁腫脹 
等中毒時に見られる様な所見がああので，一応催眠
薬の検出を行った所，ノ~/レピヅ .，..- Jレ酸誘導体の検出
陽性，結品試験によりアドルムと略同ーの結晶を得
たので，女子高校生の死因をアドルム中毒死と決定
した次第である。
